
７
月
２
３
日
か
ら
２
５
日

ま
で
の
３
日
間
、
市
会
議
員

団
と
し
て
２
班
に
分
か
れ
他

都
市
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

私
は
Ｂ
班
に
参
加
し
、
名

古
屋
市
で
保
健
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
と
学
区
ご
と
に
整

備
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
新
潟

市
で
は
少
人
数
学
級
の
取
り

組
み
と
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
、
太
陽
光
発
電
と

陸
上
風
力
発
電
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
、
静
岡
県
磐
田

市
で
は
、
天
然
芝
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
と
管
理
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
先

駆
的
で
考
え
方
、
取
り
組
み

の
方
向
性
な
ど
、
教
訓
的
で

京
都
市
で
も
活
か
し
た
い
取

り
組
み
で
し
た
。

山田こうじです！
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山田こうじ共産党検索

Ｎ
Ｏ
・
３
６
１

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
、

広
島
市
内
で
で
開
催
さ
れ
た
原

水
爆
禁
止
２
０
２
６
年
世
界
大

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
、

開
会
総
会
の
挨
拶
で
、
国
際

会
議
宣
言
起
草
委
員
長
の
富
田

宏
冶
さ
ん
は
「
核
保
有
国
な
ど

は
核
軍
拡
競
争
を
激
化
さ
せ
、

核
戦
争
の
危
機
を
高
め
て
い
る
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
規

範
が
危
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
「
瀬
戸
際
か
ら

引
き
戻
せ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ガ
ー
ソ

氏
は
、
「
衰
退
す
る
ア
メ
リ
カ

は
、
国
際
法
違
反
を
繰
り
返
し
、

核
依
存
を
高
め
、
大
変
危
険
な

帝
国
。
日
本
へ
の
軍
拡
圧
力
を

強
め
、
唯
一
の
被
爆
国
が
核
戦

争
の
火
種
に
成
り
か
ね
な
い
」

と
日
本
の
大
軍
拡
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
「
１
１
月
の
ア
メ
リ
カ
の

中
間
選
挙
を
目
指
し
民
主
主
義

を
！
核
戦
争
に
勝
者
は
な
く
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
力
づ

よ
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

被
爆
８
１
年
、
被
爆
者
の
平

均
年
齢
は
８
６
歳
を
超
え
て
い

ま
す
。
被
爆
者
の
証
言
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
る
時
間
は
わ

ず
か
で
あ
り
、
被
爆
者
の
証
言

は
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ト
ン
・
ワ
イ
ン
ウ
ィ
ス

ロ
ツ
キ
さ
ん
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア

参
事
官
）
は
、
「
核
爆
発
が
起

こ
れ
ば
対
応
で
き
な
い
。
こ
の

事
を
公
然
と
無
視
し
続
け
て
い

る
」
と
し
て
「
各
国
の
外
交
官

は
、
一
度
ヒ
ロ
シ
マ
を
訪
れ
れ

ぱ
、
壊
滅
的
な
結
末
を
理
解
す

る
で
あ
ろ
う
」
と
訴
え
、
核
兵

器
の
脅
威
を
知
り
、
す
べ
て
の

国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
加
入

を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
企
画
「
市
民
と
議
員
と

の
対
話
」
で
、
田
村
智
子
日
本

共
産
党
委
員
長
は
「
世
界
大
会

と
と
も
に
育
っ
た
政
治
家
で
す
」

と
自
己
紹
介
し
、
「
禁
止
条
約

参
加
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、

核
抑
止
を
正
面
か
ら
議
論
す
べ

き
」
と
指
摘
さ
れ
、
非
核
三
原

則
を
今
後
ど
う
す
る
か
言
わ
な

い
総
理
、
防
衛
大
臣
を
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

「
核
抑
止
と
は
、
い
ざ
と
な
っ

た
ら
核
を
使
う
立
場
。
如
何
な

る
状
況
の
も
と
で
も
核
は
使
わ

な
い
と
い
う
立
場
に
立
た
な
い

議
論
。
核
抑
止
が
破
綻
す
れ
ば

核
戦
争
に
な
る
。
核
抑
止
は
安

全
保
障
と
し
て
成
り
立
た
な
い
」

核
抑
止
と
決
別
し
、
「
核
兵
器

の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
」

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
大
会
２
日
目
は
「
非
核

平
和
の
ア
ジ
ア
と
日
本
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ガ
ー
ソ
ン
さ
ん

（
米
国
）
、
キ
ム
・
ジ
ン
ヨ
ン

さ
ん
（
韓
国
）
、
ズ
オ
ン
・
テ
ィ
・

ガ
ー
さ
ん
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、
コ

ラ
ソ
ン
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
さ
ん

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
川
田
忠
さ

ん
明
（
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議

会
全
国
担
当
常
任
理
事
）
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
発
言
し
参

加
者
と
討
論
し
ま
し
た
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ガ
ー
ソ
ン
さ
ん

は
、
「
１
９
４
５
年
以
来
ア
メ

リ
カ
は
日
本
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
た
。
安
保
条
約
を
こ
っ
そ
り

結
び
、
そ
の
結
果
日
本
は
ア
メ

リ
カ
の
基
地
国
家
に
さ
れ
た
」

と
指
摘
し
「
日
本
原
水
協
の
運

動
が
重
要
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

キ
ム
・
ジ
ン
ヨ
ン
さ
ん
は
、

韓
国
の
被
爆
者
、
被
爆
二
世
の

運
動
。
韓
国
の
ハ
プ
チ
ョ
ン
で

は
「
ハ
プ
チ
ョ
ン
非
核
平
和
大

会
」
を
開
催
し
、
核
保
有
国
や

核
の
傘
に
依
存
す
る
国
々
に
対

し
核
兵
器
禁
止
条
約
加
入
を
促

し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
オ
ン
・
テ
ィ
・
ガ
ー
さ
ん
、

コ
ラ
ソ
ン
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
さ
ん

は
、
軍
事
同
盟
ノ
ー
、
武
力
の

威
嚇
、
武
力
の
行
使
ノ
ー
、
国

内
に
外
国
軍
基
地
ノ
ー
、
特
定

の
国
の
敵
視
ノ
ー
と
「
４
つ
の

ノ
ー
」
を
通
じ
て
、
話
し
合
う

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
取
り
組
み
。

団
結
（U

n
ity

）
と
多
様
性

（D
iv

e
rs

ity

）
の
２
つ
を
大

切
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
外
と
の

交
流
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

世界大会開会総会・主催者挨拶

国際会議宣言起草委員長 富田宏冶さん


